
 

 

 

 

 

 

～清水町シニアクラブ連合会～ 

《慨況》 

 

〇友愛活動強化対策 

 （1）実態調査の実施 

   高齢者は病魔をはじめ、いつどんな災禍に見舞われるかわからない弱い立場にある。現実問題として、

若い家族と同居している高齢者であっても、昼間は一人または高齢者のみというケースが多いと思わ

れたので友愛活動の参考にするため実態調査を実施した。調査表は「資料 1」のとおり。 

 （2）調査結果 

   実態調査結果は次のとおりであった。 

     友愛訪問対象者  38 人   見守り活動対象者  109人 

     実態調査対象とした一人暮らし(準一人暮らしを含む)、高齢者世帯(準高齢者世帯を含む) 

※ 世帯数は会員数に換算   793 人 

      会員数から対象者を除いた数  1019 人の概ね 80％ 

     この結果は、高齢者の相互扶助の必要性を実証する者であった。 

○フレイル予防対策 

 （1）「趣味の会」活動 

   当連合会の「趣味の会」活動は、活発に展開しているが部長会をはじめ各種の機会に「現在の元気さを

持続する活動」の意義を説き活発化の持続に努めている。 

   日頃の成果を発表するため 8月 20日～21日 第 19回文化祭を福祉センター 1月 28日 第 40回新

春演芸会を地域交流センターにおいて開催した。 

 （2）「吹き矢」は深呼吸、呼吸の強さを鍛えるスポーツであり、早急に用具の調達にかかり、9月実施の目

途がついた。 

 （3）毎月実施している各単位クラブ間の交流茶話会である「センターの集い」の午後を利用して、運動種

目の「吹き矢」・「ペタボード」を取り入れ実施した。 

 

《成果》 

   

○ ○友愛活動の強化対策 

友愛活動の参考にする実態調査は、「元気でも安否確認は必要であること」、「相互の助け合いが大事    

であること」を教える結果となり相互扶助の意識づけに効果があった。 

これは友愛活動の積極化に繋がるし、相互扶助を前提にした友愛活動は「対象者」という意識を無くす

効果もあり。負い目の排除に役立つと思われる。 

○フレイル予防対策 

 （1）「趣味の会」活動 

   16部を擁する趣味の会は、活発に行われフレイル予防の効果を大いに発揮している。 

   8 月に開催した文化祭には、手芸、俳句、着物リフォームをはじめ絵画、写真などの展示、多目的ホー

ルでは歌、レクダンス、舞踊、劇等の発表会を実施した。 

   1 月には地域交流センターにおいて単位クラブも参加する新春演芸会を開催し、それぞれ練度の高い芸

を披露し合い提訴の活動の成果をアピールした。 

 （2）「センターの集い事業」の拡充 「資料 2」 

   センター開催日の午後、多目的ホールを使い「吹き矢」、「ペタボード」を実施した。 

   「吹き矢」では的に届かなかった者が、練習を重ねるうちコツをつかみ順調に的を射るようになって喜

んでいる姿があった。 

清水町シニアクラブ連合会 

○総人口  31,289人  ○65歳以上人口 8,202人  ○高齢化率 26.2％ 

○シニアクラブ会員数  1,167人      ○シニアクラブ加入率 14.1％ 

 



   「ペタボード」では、一動作ごとに歓声が上がるなど、ゲームの楽しさを満喫している光景が見られた。 

   10 月 30 日清水南中学校 3 年生 20 人が総合学習のため訪れ、「なぜこのような活動をしているのか」

と問いかけてきた。会長が次のように回答している。 

   「高齢者は健康寿命延伸のために活動している。一人で運動するより仲間との活動は 1.5 倍の効果があ

るという。医療費・介護費の抑制は大きな社会貢献である。是非、祖父母に対しシニアクラブの会員に

なるよう加入を勧めて欲しい」 

   付き添いの先生からは「分かり易い良い説明でした」との言葉をいただいた。 

《今後の方針》 

 

○ ○友愛活動について 

対象者に対する活動は、従来どおり実施していくが、相互扶助という意識を持つことにより友愛活動そ

のものが特別な活動ではなく、日常生活の一コマとして自然に行われる活動として定着するのではない

か。 

これは、地域包括ケアシステム構築の観点からも必要なことであり、相互扶助の普遍化という考えで指

導を徹底していきたい。 

○フレイル予防の対策 

（1）趣味の会活動 

  「趣味の会」各部の活動の活発化のためさらに工夫を重ねていく 

（2）「吹き矢・ペタボード」の日を設定 

  「吹き矢」、「ペタボード」ともに順調に推移したが、多目的ホールの使用頻度が高く、センターの集い

開催日の使用に支障を来す日が多くなった。 

   高齢者専用の「かわせみホール」は、利用可能な日があり、センターの集いとは別仕立てで「吹き矢」、

「ペタボード」の日を設定して実施することにした。 

○「センターの集い」 

  「吹き矢・ペタボード」を切り離すことにより、センターの運営は元の状態に戻ることになるが、内容

に工夫を加え活性化を図る必要があり検討する。 

【活動の様子】 

     



    

 

 

    

 



        

 

       



         

 

 

 

          


